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第190号
令和６年５月１日

　４月９日、川北小学校（藤吉桂子校長、全校児童生
徒87人）の入学式が挙行されました。
　今年の１年生は10人、全員が女子。ステージに上
がり、一人ひとり紹介され、わくわくどきどきの緊張
した様子で、小学校生活のスタートを切りました。

わたしたち、新１年生です！
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審議内容を報告します

令和６年令和６年
第１回 定例会第１回 定例会（３月５日～12日）（３月５日～12日）

座
の
教
育
関
連
診
療
科
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
認

定
い
た
だ
け
る
こ
と
で
内

諾
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

認
定
を
い
た
だ
い
て
い
る

内
科
学
講
座
と
と
も
に
、

今
後
も
本
町
の
医
療
基
盤

の
安
定
強
化
に
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
も
の
と
心
強

く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
こ
の
い
ず
れ
も
が
久
留

米
大
学
様
の
多
大
な
る
ご

理
解
と
手
厚
い
ご
支
援
に

よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
、
ま
た
、
よ

り
一
層
の
信
頼
関
係
構
築

に
つ
な
が
る
も
の
と
大
変

喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
安

定
的
な
医
療
提
供
体
制
の

維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
久
留
米
大
学
と

の
強
固
な
関
係
を
築
い
て

い
く
よ
う
努
め
て
参
る
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
す

る
。

　
ご
遺
族
に
対
し
て
、
改

め
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
故
人
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
る
。

　
今
後
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
開
か
れ
た
職
場
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
た
い
の

で
特
段
の
ご
理
解
を
賜
り

た
い
。

標
津
病
院
の
久
留
米

大
学
と
の
連
携
強
化

　

昨
年
、
久
留
米
大
学

に
お
い
て
申
請
さ

れ
て
い
た
久
留
米

大
学
病
院
・
脳
神

経
内
科
の
特
別
連

携
施
設
に
つ
い
て
、

標
津
病
院
が
認
定

さ
れ
た
と
の
連
絡

を
い
た
だ
い
た
。

　
特
別
連
携
施
設

に
認
定
さ
れ
た
医

療
機
関
に
勤
務
す

る
こ
と
で
、
神
経

内
科
の
専
門
医
を

目
指
す
医
師
に

と
っ
て
必
要
な
研
修
の
場

と
な
る
こ
と
か
ら
、
医
師

の
育
成
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
派
遣
先
と
し
て
よ

り
一
層
選
ば
れ
る
医
療
機

関
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
認
定
は
日
本
神
経

学
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
る

も
の
で
、
期
間
は
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
現
行
の
認
定
期

間
が
本
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
外
科
学
講

行
政
報
告
（
町
長
）

職
員
の
自
死
に
関

わ
る
対
応

　
標
津
町
が
被
告
と
な
っ

た
令
和
元
年
７
月
の
職
員

の
自
死
に
関
わ
る
損
害
賠

償
請
求
事
件
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
２
月
２
日
に
釧

路
地
方
裁
判
所
に
お
い
て

判
決
の
言
い
渡
し
が
あ
っ

た
。

　
町
と
し
て
は
、
判
決
を

真
摯
に
受
け
止
め
控
訴
し

な
い
判
断
を
し
、
２
月
19

日
に
判
決
が
確
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
判
決
に
伴
う
賠
償
金
等

に
つ
い
て
は
、
双
方
代
理

人
を
通
じ
て
金
額
の
確
認

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
金
額
が
確

定
次
第
、
補
正
予
算
の
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。（
そ
の
後
、
金
額
確

定
に
よ
り
補
正
予
算
を
可

決
。
Ｐ
３
参
照
）

定例会の模様（３月５日）



3　しべつ議会だより 2024/5

一般会計の補正予算（主なもの）
（単位：千円）

項　　目 金 額 内　　　　　容

減債基金積立金 14097
普通交付税追加交付分臨時財政対策債償還費基金分の積立
など。【減債基金】…町債（借金）の返済に充てる財源を確
保するための基金（貯金）

ふるさと応援基金積立金 209990 ふるさと納税受領見込額の積立

物価高騰支援給付金（均等割課
税世帯）　【繰越明許費】 15239

住民税均等割のみ課税世帯に対し、１世帯あたり10万円を
支給。対象150世帯を想定。国が全額補助。
【繰越明許費】…翌年度に繰り越して使用する経費

物価高騰支援給付金（低所得子
育て世帯）　【繰越明許費】 5179 低所得子育て世帯に対し、１人あたり５万円を支給。対象

100人を想定。

障がい者介護・訓練等給付費 37769 決算見込みによる給付費の追加。国道補助25352千円

鮭ちょうちん・プロジェクト
【繰越明許費】 6000 ノリウツギを原料とした和紙による、鮭ちょうちん作成費

用。企業版ふるさと納税を活用

漁業振興特別対策 17055 サケ定置漁業者の増殖事業負担金の一部について支援

損害賠償請求事件経費 103556
令和元年７月の職員の自死に関わる損害賠償請求事件に係
る賠償金及び遅延損害金。賠償金83923千円、損害遅延金
19633千円

除
雪
経
費
の
状
況

　
除
雪
経
費
の
う
ち
委
託

料
の
支
出
状
況
は
、
２
月

15
日
ま
で
当
初
予
算
の
約

67
％
の
５
５
，
３
５
３
千

円
の
支
出
が
確
定
し
て
い

る
。

　
１
月
に
連
続
し
て
接
近

し
た
低
気
圧
に
よ
っ
て
も

た
さ
れ
た
暴
風
雪
に
よ
り

除
雪
の
出
動
が
多
か
っ
た

の
に
加
え
、
古
多
糠
・
北

標
津
・
西
北
標
津
地
区
で

強
風
に
よ
る
吹
き
だ
ま
り

が
多
く
発
生
し
、
出
動
回

数
と
時
間
が
よ
り
多
く

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
降
雪
状
況
次
第

で
は
除
雪
費
が
当
初
予
算

を
上
回
る
見
込
み
も
否
め

な
く
、
財
源
に
不
足
が
生

じ
た
場
合
に
は
専
決
処

分
（
地
方
自
治
法
第
１
７

９
条
に
基
づ
き
、
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
場
合
等
に
町
長
が
決

定
）
に
よ
り
予
算
を
確
保

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
す
る
。

―
―
―
・
―
―
・
―
―
―

同
意・諮
問

▽�

根
室
町
村
等
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
（
同
意
）

　
石
田
順
一
氏（
羅
臼
町
）

の
選
任
を
同
意

　
任
期
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
～
令
和
10
年
３
月

31
日

▽�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
諮
問
）

　
佐
々
木
智
恵
美
氏

の
推
薦
を
同
意

　
任
期
は
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

予
算
審
査

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会

計
予
算
、
特
別
会
計
予
算

な
ど
は
予
算
審
査
特
別
委

員
会
で
審
議
。
Ｐ
８
、
９

を
参
照
。
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一　般　質　問
　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直し
新規政策を提言する、議員の重要な活動です。

質
問
中
の
石
橋
議
員

質
問
中
の
吉
田
議
員

◆�元旦の能登半島地震を教
訓としての、標津町の災
害備蓄品・避難所及び避
難支援の対応を質した。

◆�高齢者が高齢化している
標津町。高齢者が『終の住
処』として、安心して暮ら
し続ける為の所見を質し
た。

◆令和６年第１回定例会（３月５日～12日）で２議員が一般質問をしました。
　両議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

石　橋　昌　幸　議員
　●
　　　　　　標津町の災害対策を問う！

吉　田　　　智　議員
　● 未

み

曾
ぞ

有
う

の『超高齢社会』に突入
　　　 高齢者が安心して暮らし続けられる

『終
つ い

の住
す み か

処』としての標津町を！

５　頁

６　頁

能登半島地震を教訓として



5　しべつ議会だより 2024/5

石橋　昌幸 議員

新たな避難場所：下水道管理センター

問��

地
震
災
害
に
つ
い
て

は
、
幾
度
も
取
り
上
げ
て

質
問
し
て
お
り
、
委
員
会

で
も
議
論
し
て
い
る
。
私

は
こ
の
標
津
町
に
お
い
て

は
、
緊
急
避
難
場
所
、
避

難
所
を
整
え
て
い
る
こ
と
、

緊
急
時
に
は
防
災
備
蓄
倉

庫
か
ら
備
蓄
品
を
避
難
所

に
運
び
、
使
え
る
よ
う
に

準
備
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
こ
ど
も
園
、
小
・

中
・
高
、
町
内
会
、
行
政
、

消
防
を
交
え
て
の
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
事
を
熟

知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

答��

能
登
半
島
地
震
で
町

民
の
方
々
も
改
め
て
災
害

に
対
す
る
備
え
、
こ
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
津
波
警
報
、
大
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

町
は
避
難
指
示
を
防
災
無

線
な
ど
を
使
っ
て
繰
り
返

し
呼
び
か
け
を
行
い
、
緊

急
避
難
し
た
後
は
次
の
対

応
と
し
て
津
波
で
家
を

失
っ
た
、
あ
る
い
は
住
め

な
い
状
態
の
方
々
を
対
象

に
避
難
所
（
あ
す
ぱ
る
、

ひ
ま
わ
り
等
）
を
開
設
し
、

標
津
町
の
災
害
対
策
を
問
う
！

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
し
て

そ
こ
に
移
動
し
て
い
た
だ

く
。

　
以
後
は
災
害
発
生
後
数

日
間
で
北
海
道
な
ど
、
外

部
機
関
か
ら
の
支
援
が
始

ま
る
こ
と
が
他
の
災
害
の

例
か
ら
も
十
分
期
待
さ
れ

る
。
こ
の
数
日
間
を
ど
う

乗
り
切
る
か
、
お
お
む
ね

１
０
０
０
人
分
の
備
蓄
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
財

政
上
の
問
題
を
含
め
、
総

合
的
な
判
断
の
も
と
に
対

応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

町
と
し
て
は
今
年
度
、

今
ま
で
の
戸
別
受
信
機
の

更
新
を
行
い
、
野
外
ス

ピ
ー
カ
ー
だ
け
で
は
な
く

携
帯
の
ア
プ
リ
、
Ｗ
ｅ
ｂ

上
で
防
災
行
政
無
線
と
同

じ
よ
う
な
情
報
が
音
声
と

文
字
で
受
け
取
れ
る
よ
う

に
し
、
市
街
地
に
お
い
て

は
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

を
新
た
な
避
難
場
所
と
す

る
。
備
蓄
品
に
は
エ
ア

マ
ッ
ト
の
整
備
や
、
乳
幼

児
や
女
性
、
70
歳
以
上
の

小
川
議
員
は
、
令
和
４
年
度
が

山
口
町
政
の
実
質
的
な
ス
タ
ー

ト
の
年
で
あ
る
と
述
べ
た
。

大
き
な
地
震
が
来
る
た
び

に
、
そ
の
避
難
訓
練
や
避

難
所
は
見
直
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
規
模
の

地
震
が
こ
の
標
津
で
も
突

如
起
こ
っ
た
と
き
、
大
き

な
津
波
が
襲
っ
て
く
る
。

そ
の
時
、
標
津
全
域
の
浜

側
一
帯
の
住
民
が
津
波
緊

急
避
難
場
所
へ
避
難
に
向

か
う
。
標
津
市
街
地
で
は

２
ヶ
所
、
ベ
キ
シ
リ
山
と

望
ヶ
丘
の
公
園
、
茶
志
骨

は
神
社
高
台
、
伊
茶
仁
は

孵
化
場
付
近
、
忠
類
は
墓

地
、
そ
こ
に
向
か
う
が
、

道
路
、
建
物
の
倒
壊
、
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、
標

津
町
民
４
８
０
０
人
余
り

が
一
刻
も
早
く
安
全
に
避

難
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
高

齢
者
や
弱
者
の
方
々
へ
、

充
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
、

も
う
一
度
検
証
す
べ
き
で

あ
る
。
命
に
関
わ
る
地
震

や
津
波
に
備
え
て
、
住
民

に
避
難
先
・
避
難
経
路
の

事
前
周
知
が
不
可
欠
。

又
、
そ
の
避
難
先
の
場

所
・
施
設
の
広
さ
は
充
分

か
等
の
見
当
も
課
題
。

　

災
害
時
避
難
を
含
め
、

町
の
災
害
対
策
を
問
う
。

方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

る
世
帯
へ
の
対
応
、
感
染

症
対
策
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
な
ど
、
様
々
な

状
況
を
想
定
し
、
各
種
整

備
を
行
っ
て
、
住
民
の
み

な
さ
ん
へ
の
日
頃
の
啓
発

や
防
災
教
育
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
迅
速
に
情
報

伝
達
で
き
る
よ
う
備
え
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
願
い
た
い
。

　
提
案　
各
避
難
場
所
・

施
設
に
住
民
が
安
全
に
避

難
で
き
る
様
お
願
い
す
る
。
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後期高齢者
（75歳以上）

前期高齢者
（65～74歳）

〔西暦〕

人

問��

標
津
町
の
高
齢
者
人

口
は
、
２
０
２
０
年
を

ピ
ー
ク
に
漸ぜ
ん
げ
ん減
傾
向
で
推

移
し
て
い
る
。
し
か
し
、

高
齢
化
率
は
令
和
５
年
９

月
時
点
で
、
31
．
７
％
、

２
０
２
５
年
に
は
33
％
と

な
る
。
更
に
２
０
２
０
年

を
境
に
、
後
期
高
齢
者
人

口
が
前
期
高
齢
者
人
口
を

上
向
っ
て
推
移
し
て
い
く
。

図
表

参
照

　
未
曽
有
の
『
超
高
齢
社

会
』
に
突
入
し
て
い
る
。

　
町
は
令
和
６
年
度
保
健

福
祉
行
政
の
施
策
の
基
本

目
標
の
中
に
、「
高
齢
者

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
笑
顔
に
満
ち
た
町
」
を

掲
げ
て
い
る
。

※
官
公
民
が
一
体
化
し
持

続
可
能
な
「
健
康
と
福
祉

の
村
」
を
構
築
し
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
『
終
の
住
処
』

と
し
て
の
標
津
町
を
望
む
。

　
総
論
的
な
質
問
と
な
る

が
、
町
長
の
所
見
を
質
す
。

答��

全
て
の
町
民
が
生
涯

に
渡
っ
て
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

標
津
病
院
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
３
施
設
を
一
つ

の
ゾ
ー
ン
に
集
約
し
て
今

日
迄
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て

来
た
。

　
今
後
、
超
高
齢
社
会
に

対
応
し
て
行
く
た
め
に
は
、

●①
高
齢
者
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
場
の
創
出

●②
健
康
寿
命
を
念
頭
に
、

い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
せ

る
た
め
の
医
療
的
方
策
の

構
築

●③
在
宅
介
護
を
含
め
、
介

護
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の

整
備

が
重
要
に
な
っ
て
来
る
。

『
終
の
住
処
』
と
な
る
様
、

関
係
機
関
・
関
係
団
体
と

一
体
と
な
り
、
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

吉田　智 議員

『終の住処（ついのすみか）』としての標津町を！

未
み

曾
ぞ

有
う

の『超高齢社会』に突入
高齢者が安心して暮らし続けられる

標津町の前期・後期高齢者人口の推移

◆
高
齢
化
７
％
以
上
の
社
会

を「
高
齢
化
社
会
」、
高
齢
化

率
14
％
以
上
の
社
会
を「
高

齢
社
会
」と
呼
ぶ
。

標
津
町
の
様
に
高
齢
化
率
が

30
％
を
超
え
、
高
齢
者
の
高

齢
化
が
急
速
し
て
い
る
社
会

を『
超
高
齢
社
会
』と
呼
ぶ
。

◆
２
０
２
４
年
に
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の「
団
塊
の

世
代
」（
昭
和
22
年
～
24
年
生
）
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

と
な
り
、高
齢
化
が
加
速
す
る
。急
速
な
高
齢
化
は
重
度
の
患

者
や
要
介
護
者
が
激
増
し
、医
療
費・介
護
費
等
の
社
会
保
障

費
が
増
大
し
、
自
治
体
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
⇨
日
本
は
急
速
に「
超
高
齢
者
大
国
」へ
！

▲�上記図表は、国立社会保障・人口問題研究所の令和５年の推計
値に基づき、質問者が集計・作成したものです。

図表

※官公民：町・病院・社会福祉会施設・社会福祉協議会・民間高齢者施設等
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※�コワーキング【coworking】：様々な業種・業態の人々が作業スペースや打ち合わせスペー
スを共有し、個々の仕事を進めるだけでなく、異業種交流や共同作業等を行う事。

　☞働くの意workingに共同を意味する接頭辞co－を付けた語。

　
令
和
６
年
１
月
に
標
津

町
議
会
合
同
常
任
委
員
会

と
し
て
町
内
立
地
企
業
の

視
察
を
実
施
し
た
。
今
回

の
視
察
先
企
業
は
、
町
内

で
も
先
進
的
な
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
る
川
北
の

モ
ト
ト
バ
と
株
式
会
社
上

１
月
23
日
㈫　

 

合
同
常
任
委
員
会

町内行政視察研修
常任委員会の動き常任委員会の動き

総務経済常任委員会と文教福祉建設常任委員会の委員会活動の報告をします。

【 視 察 研 修 先 】
◆コワーキングスペース

「 モ ト ト バ 」
◆株式会社 上田組

田
組
。
新
し
く
会
社
を
立

ち
上
げ
た
モ
ト
ト
バ
と
標

津
の
老
舗
企
業
で
あ
る
株

式
会
社
上
田
組
。
こ
の
両

者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
越

し
て
の
挑
戦
と
改
革
の
両

面
で
あ
る
。
モ
ト
ト
バ
は
、

標
津
初
の
※
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
地
域

の
核
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
株
式
会
社
上

田
組
は
、
昨
年
、
事
務
所

を
一
新
し
、
働
き
や
す
い

職
場
作
り
を
目
指
し
社
員

の
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す

る
取
り
組
み
で
あ
る
。

《
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
ス
ペ
ー
ス「
モ
ト
ト
バ
」》

　
鮭
ト
バ
の
生
産
販
売
を

し
て
い
た
旧
井
関
商
店
を

改
装
し
て
生
ま
れ
た
標
津

発
の
空
間
で
、
そ
の
由
来

よ
り
「
モ
ト
ト
バ
」
と
命

名
さ
れ
た
。
名
称
か
ら
井

関
さ
ん
が
浮
か
ぶ
人
は
少

な
く
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
昨
年
、
町
内
全
域
に
光

回
線
が
敷
設
さ
れ
た
事
か

ら
川
北
も
高
速
回
線
が
届

い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

都
会
と
田
舎
の
距
離
が
大

き
く
縮
ま
っ
た
。
こ
れ
を

利
用
し
て
生
ま
れ
た
の
が

モ
ト
ト
バ
。
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
込
み
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
仕
事
が
出
来

る
ス
ペ
ー
ス
の
誕
生
は
地

域
の
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
都
会
と
標
津
の
距
離
を

無
く
す
光
回
線
は
人
を
結

ぶ
回
線
。
そ
の
有
効
活
用

ス
ペ
ー
ス
が
誕
生
し
た
。

《
株
式
会
社 

上
田
組
》

　
見
た
目
に
事
務
所
と
は

見
え
な
い
く
ら
い
の
外
観

に
変
身
し
た
外
装
は
、
川

北
市
街
地
の
中
で
も
最
新

の
モ
ー
ド
感
覚
で
あ
る
。

　
事
務
所
の
中
は
職
員
の

決
ま
っ
た
机
が
無
い
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
ど
こ
で
仕
事
を
し

て
も
良
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
事
務
所
の
中
に
カ

ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
コ
ー
ヒ

ー
や
お
茶
を
、
ま
る
で
喫

茶
店
に
い
る
感
覚
で
休
憩

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

　
備
え
付
け
の
冷
蔵
庫
に

は
ラ
ン
チ
用
の
冷
食
が
備

え
ら
れ
て
お
り
、
昼
食
時

に
は
有
料
で
食
べ
る
事
が

可
能
。
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
は
離
れ
た
現
場
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
映
像
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
若
い
世
代
が
働
き
や

す
く
機
能
性
を
持
た
せ
た

空
間
は
、
先
を
見
越
し
た

作
り
に
な
っ
て
い
る
。

▲モトトバ
説明を受ける委員

▼㈱上田組
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令和６年３月７日～12日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

議案番号 議　　　　　　　　案　　　　　　　　名 審議結果
議案第１号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 原案可決

議案第３号 標津町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例制定 原案可決

議案第９号 標津町介護保険条例の一部を改正する条例制定 原案可決

議案第14号 標津町介護サービス利用者負担の助成に関する条例の一部を改正する条例制
定 原案可決

議案第15号 標津町中小企業融資条例の一部を改正する条例制定 原案可決
議案第31号 令和６年度標津町一般会計予算 原案可決
議案第32号 令和６年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 原案可決
議案第33号 令和６年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算 原案可決
議案第34号 令和６年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算 原案可決
議案第35号 令和６年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算 原案可決
議案第36号 令和６年度標津町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第37号 令和６年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算 原案可決
議案第38号 令和６年度標津町簡易水道事業会計予算 原案可決
議案第39号 令和６年度標津町下水道事業会計予算 原案可決

一 般 会 計 74億8600万円
５ 特 別 会 計 15億3846万円
３ 企 業 会 計 25億4124万円総額 115億6570万円

令和６年度 予算原案可決

　
令
和
６
年
度
標
津
町
一

般
会
計
予
算
、
特
別
会
計

予
算
５
件
、
企
業
会
計
予

算
３
件
、
条
例
の
一
部
改

正
５
件
、
合
計
14
件
が
付

託
さ
れ
、
３
月
７
日
～
12

日
、土
日
を
除
く
４
日
間
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構

成
す
る
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
（
山
崎
英
司
委
員

長
・
藤
本
靖
副
委
員
長
）

で
理
事
者
及
び
各
課
主
査

以
上
の
職
員
が
出
席
し
慎

重
に
審
議
。
12
日
の
総
括

質
疑
で
は
、
多
く
の
委
員

か
ら
質
疑
が
あ
り
、討
論
、

採
決
し
た
。

　
委
員
会
は
各
会
計
と
も

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

終
了
後
、
令
和
６
年
度
第

一
回
定
例
会
に
お
い
て
、

山
崎
委
員
長
か
ら
委
員
会

審
査
報
告
が
な
さ
れ
、
可

決
成
立
し
た
。

町民の笑顔輝く「政策パッケージ2024」 2つの両輪町民の笑顔輝く「政策パッケージ2024」 2つの両輪
〜「ひとづくり××まちづくり＝＝みらいづくり」〜

１．人づくり・町民への支援
　　　　２．まちづくり・地域を守る政策
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～災害時の情報伝達方法の多重化・町内循環バスの利便性向上・等々…～

令和６年度標津町一般会計予算・特別会計予算・企業会計予算

町民の笑顔輝く「政策パッケージ2024」の実践

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 令和６年度 令和５年度 伸率（％）
一　般　会　計 74億8600万円 69億2000万円 8.2

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 8億7717万円 9億2831万円 ▲�� 5.8

介護保険特別会計（事業勘定） 4億5007万円 4億7635万円 ▲�� 5.5

介護保険特別会計（サービス事業勘定） 2975万円 2961万円 0.5

後期高齢者医療特別会計 1億5168万円 1億4478万円 4.8

金山地域休養施設等特別会計 2979万円 2648万円 12.5

特　別　会　計　合　計 15億3846万円 16億� 553万円 ▲�� 4.2

企
業
会
計

国民健康保険特別会計（病院事業） 13億6880万円 12億9838万円 5.4

簡易水道事業会計 5億� 227万円 2億9464万円 70.6

下水道事業会計 6億6967万円 6億� 684万円 10.4

企　業　会　計　合　計 25億4124万円 21億9986万円 15.5

総　　　　　　　計 115億6570万円 107億2539万円 7.8

74億8600万円…

一般会計

対前年度比
8.2％の増

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　　　自

主
財
源

総務費
5億2738万円
（7.0％）

民生費
6億774万円
（8.1％）

衛生費
9億9192万円
（13.3％）

町税
6億9051万円
（9.2％）
繰入金
11億3896万円
（15.2％）
使用料等
2億9526万円
（3.9％）
地方譲与税等
3億836万円
（4.1％）
道支出金
4億5461万円
（6.1％）
国庫支出金
2億4677万円
（3.3％）
町債
12億912万円
（16.2％）

※自主財源　24億3309万円（32.5％）
※依存財源　50億5291万円（67.5％）

地方交付税
31億4241万円
（42.0％）

議会費
5175万円（0.7％）

農林水産業費
6億3276万円
（8.5％）

労働費
381万円
（0.1％）

商工費
2億6702万円
（3.6％）

土木費
8億2869万円
（11.1％）消防費

7億842万円
（9.5％）

教育費
8億2369万円
（11.0％）

公債費
8億2566万円
（11.0％）

諸支出金
1万円
（0.0％）

職員費
12億6565万円
（16.9％）

予備費
1000万円（0.1％）

歳出
74億8600万円

町　債 ＝借　金
公債費 ＝返済金

歳入
74億8600万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳
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２
月
１
日
、
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た

め
、
第
２
回
議
会
活
性
化

サ
ポ
ー
ト
事
業
・
研
修
会

を
町
議
会
第
一
委
員
会
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
議
会
議
員
９
人
が
出

席
。
講
師
は
昨
年
８
月
29

日
開
催
の
第
１
回
同
研
修

会
に
引
き
続
き
、
北
海

道
町
村
議
会
議
長
会
参

与
の
勢
籏
了
三
氏
。
演
題

は
「
議
会
運
営
の
諸
課
題

と
一
般
質
問
の
あ
り
方
」。

そ
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。

議
会
運
営
の
諸
課
題

●①
議
会
と
著
作
権

　
議
会
広
報
紙
へ
新
聞
記

事
を
載
せ
る
場
合
は
、
新

聞
社
の
許
諾
を
得
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
著
作
権
に

つ
い
て
注
意
す
る
こ
と
。

●②�

議
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題

　
地
方
議
会
の
ハ
ラ
ス
メ

２月１日に開かれた研修会の様子

町民に開かれた議会を目指す！
講師／北海道町村議会議長会　参与　勢

せ

籏
は た

　了
りょう

三
ぞ う

 氏

第２回議会活性化サポート事業・研修会開催

ン
ト
防
止
等
へ
の
対
応
で

は
、
近
年
は
議
会
議
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
限
定

し
た
単
独
条
例
を
制
定
す

る
議
会
が
現
れ
て
い
る
。

●③
議
員
の
兼
業
禁
止

　
こ
れ
ま
で
自
治
体
と
議

員
と
の
請
負
は
、
金
額
の

多た

寡か

に
関
わ
ら
ず
禁
止
さ

れ
て
い
た
が
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
３
０
０

万
円
（
年
間
）
の
範
囲
で

請
負
が
可
能
と
な
り
、
議

員
の
な
り
手
不
足
に
対
応
。

●④�

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継

　
議
会
中
継
は
増
え
て
い

る
。
生
中
継
で
は
な
く
て

も
録
画
配
信
す
る
と
こ
ろ

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
標

津
町
も
一
歩
踏
み
出
し
て

は
ど
う
か
。

一
般
質
問
の
あ
り
方

●①
傍
聴
者
の
感
想

　
議
員
の
一
般
質
問
へ
の

感
想
は
、「
担
当
課
に
聞

け
ば
済
む
質
問
」「
未
来

展
望
の
議
論
や
提
案
が
な

い
」「
批
判
ば
か
り
で
前

に
進
ん
で
い
な
い
」「
も

う
少
し
勉
強
が
必
要
」
な

ど
厳
し
い
見
方
が
あ
る
。

　
住
民
の
代
表
者
と
し
て

の
質
問
内
容
な
の
か
、
本

当
に
聞
い
て
欲
し
い
こ
と

を
聞
い
て
く
れ
て
い
な

い
。

●②
質
問
の
何
が
問
題
か

　
住
民
の
声
の
代
弁
者
と

な
っ
て
い
な
い
。
住
民
と

の
間
に
溝
・
ズ
レ
・
距
離

感
が
あ
る
。

●③
専
門
家
等
の
提
言

　
「
一
般
質
問
の
作
法
心

得
」…
首
長
の
力
を
知
る
。

主
張
を
相
対
化
す
る
。
明

確
に
質
問
す
る
。
執
行

部(

町
職
員)

を
軽
視
し
な

い
。

●④�

改
め
た
い
質
問
、
う
ま

い
質
問
な
ど

▼
改
め
た
い
質
問
…
前
置

き
が
長
い
。
何
を
聞
き
た

い
か
不
明
瞭
。
自
己
の
意

見
と
信
条
ば
か
り
の
演
説

に
な
っ
て
い
る
。

▼
内
容
に
問
題
が
あ
る
質

問
…
伝
聞
ば
か
り
で
裏
付

け
が
乏
し
い
。
自
慢
話
。

よ
そ
の
事
例
紹
介
や
引
用

ば
か
り
。

▼
う
ま
い
質
問
…
量
よ
り

質
。
論
よ
り
証
拠
。
結
論

か
ら
話
す
。
一
度
に
長
く

話
さ
ず
短
く
終
え
る
。
話

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
。

相
手
の
話
（
答
弁
）
を
最

後
ま
で
聞
く
・
頭
か
ら
否

定
を
し
な
い
。

講演中の勢籏講師
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氏名
年月日

西
　
山

畑
　
中

数
　
間

藤
　
本

山
㟢
（陸）

山
崎
（英）
南
石
　
橋

吉
　
田

小
　
川

Ｒ５.６.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.２.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】議員10人

氏名
年月日

西
　
山

畑
　
中

数
　
間

山
㟢
（陸）
南
石
　
橋

吉
　
田

藤
　
本

山
崎
（英）

Ｒ６.３.７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

年・月・日
氏名

議会名
西
　
山

畑
　
中

数
　
間

藤
　
本

山
㟢
（陸）

山
崎
（英）
南
石
　
橋

吉
　
田

小
　
川

Ｒ５.６.20 第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.９.13 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.12.13 第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.５

第１回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｒ６.３.６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【定　例　会】議員10人

年・月・日
氏名

議会名
西
　
山

畑
　
中

数
　
間

藤
　
本

山
㟢
（陸）

山
崎
（英）
南
石
　
橋

吉
　
田

小
　
川

Ｒ５.５.10 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.８.７ 第２回臨時会 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

【臨　時　会】議員10人

 議員の出欠状況 （令和５年度） 出席……○　 欠席……×
〔　〕の委員は複数所属

氏名
年月日

西
　
山

数
　
間

藤
　
本

山
㟢
（陸）

吉
　
田
南
畑
　
中

石
　
橋

Ｒ５.10.２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
Ｒ５.10.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
Ｒ５.10.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【決算審査特別委員会】
　委員数８人（議長・監査委員除く）

氏名
年月日

西
　
山

［
藤
本
］
南
吉
　
田

畑
　
中

山
㟢
（陸）

Ｒ５.５.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.６.７ ○ × ○ ○ ○ ○
Ｒ５.７.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.８.７ ○ × ○ ○ ○ ○
Ｒ５.９.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.10.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.12.４ ○ ○ ○ ○ × ○
Ｒ６.１.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.２.29 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【総務経済常任委員会】委員6人
氏名

年月日

［
西
山
］

［
畑
中
］

数
　
間

石
　
橋

山
崎
（英）

藤
　
本

Ｒ５.５.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.６.７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.７.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.８.31 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.10.19 ○ ○ ○ × ○ ○
Ｒ５.11.29 ○ ○ ○ × ○ ×
Ｒ６.１.23 ○ ○ ○ × ○ ○
Ｒ６.２.28 ○ × ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員6人

氏名
年月日

西
　
山

吉
　
田

藤
　
本

畑
　
中

Ｒ５.５.10 ○ ○ ○ ○
Ｒ５.６.20 ○ ○ ○ ○
Ｒ５.７.13 ○ ○ ○ ○
Ｒ５.７.21 × ○ × ○
Ｒ５.９.13 ○ ○ ○ ○
Ｒ５.10.13 ○ ○ ○ ○
Ｒ５.12.13 ○ ○ ○ ○
Ｒ６.１.17 ○ ○ × ○
Ｒ６.１.23 ○ ○ ○ ×
Ｒ６.３.５ ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名
年月日

西
　
山

畑
　
中

数
　
間

藤
　
本

山
㟢
（陸）

山
崎
（英）
南
石
　
橋

吉
　
田

Ｒ５.６.13 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.９.６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.９.７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.12.６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
Ｒ６.２.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.２.19 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

【合同常任委員会】委員９人

氏名
年月日

藤
　
本

山
㟢
（陸）

吉
　
田

山
崎
（英）

石
　
橋

小
　
川

Ｒ５.５.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.６.13 × ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.９.６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ５.12.５ ○ ○ ○ ○ × ○
Ｒ６.２.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ６.３.６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員5人
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流
氷
が
沖
に
去
り
ニ
シ

ン
が
獲
れ
始
め
た
前
浜
は
、

い
つ
も
通
り
の
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　

３
月
の
定
例
議
会
は
、

次
年
度
予
算
を
決
め
る
重

要
な
議
会
と
な
り
ま
す
。

　
産
業
や
普
段
の
生
活
に

関
わ
る
案
件
を
精
査
し
て

い
く
予
算
委
員
会
は
、
大

切
な
こ
と
を
決
め
る
場
と

な
り
ま
す
。 

新
し
い
事

業
も
あ
り
、
し
っ
か
り
と

内
容
を
聞
き
、
疑
問
点
を

確
か
め
る
事
が
大
切
で
す
。

　
野
山
で
は
、
木
の
芽
も

付
き
出
し
、
こ
れ
か
ら

育
っ
て
行
き
ま
す
。
町
の

予
算
も
同
じ
で
す
。
新
し

い
事
業
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
見
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
残
雪
も
少
し
ず
つ
消
え
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
草
地
が

見
え
て
き
ま
し
た
。 

桜

が
咲
く
の
が
待
ち
遠
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

（
藤
本　
靖
）

　
昨
年
七
月
に
女
性
農
業

者
の
皆
様
の
応
援
を
い
た

だ
い
て
Ｊ
Ａ
標
津
の
理
事

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
職
員
や
理
事

の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
勉
強
し
て
い

る
最
中
で
す
が
、
ま
ず
は

理
事
の
仕
事
の
大
変
多
い

事
に
驚
き
、
ま
た
組
合
員

の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

に
責
務
の
多
い
決
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が

多
々
あ
る
の
だ
と
重
責
の

思
い
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
他
町
村
に
先

も
っ
て
い
れ
と
言
う
事
で

し
ょ
う
か
、
是
非
、
町
と

掛
け
合
っ
て
ほ
し
い
と
言

う
話
し
で
し
た
。

　
ま
た
も
う
一
つ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
女
性
農
業

者
の
正
組
合
員
を
増
や
そ

う
と
言
う
事
で
す
。

　
そ
の
事
に
よ
り
出
資
金

を
積
む
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
農
協
運
営
に
も
プ
ラ

ス
に
な
り
、
皆
さ
ん
が
退

職
し
た
時
の
老
後
の
資
金

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
組

合
員
に
な
る
事
に
よ
り
自

分
の
経
営
、
農
協
運
営
に

も
関
心
を
持
つ
事
で
今
の

が
け
て
や
っ
て
い
る
の

が
、
役
職
員
と
女
性
農
業

者
と
の
懇
談
会
が
あ
り
ま

す
。
男
性
農
業
者
と
の
懇

談
会
に
も
参
加
し
た
事
も

あ
り
ま
す
が
、
女
性
と
男

性
と
の
視
点
が
ま
っ
た
く

違
い
先
日
お
こ
な
わ
れ
た

懇
談
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
が
町
民
バ
ス
の
本
数

が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り

こ
れ
で
は
年
を
と
っ
た
ら

免
許
を
返
納
す
れ
と
言
う

け
れ
ど
病
院
に
も
行
け
な

い
、
こ
れ
か
ら
年
老
い
て

い
く
郡
部
に
住
む
私
達
は

ど
こ
に
も
行
か
ず
と
じ
こ

こ
の
き
び
し
い
酪
農
情
勢

を
皆
で
乗
り
切
る
手
助
け

の
一
つ
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。
女
性
目
線
の
こ
つ

こ
つ
と
し
た
積
み
重
ね
が

継
続
で
き
る
要
因
の
一
つ

に
な
る
事
で
し
ょ
う
。

　
私
も
微
力
で
す
が
、
女

性
農
業
者
、
組
合
員
の
皆

様
の
力
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
商
工
、
漁

業
、
酪
農
、
町
民
の
皆
様

で
手
を
携
え
る
事
に
よ
っ

て
標
津
町
の
活
性
化
に
繋

が
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

寄稿

標
津
町
農
業
協
同
組
合

理
事
　
熊く
ま

　
谷が
い

　
幸さ
ち

　
子こ

女
性
視
点
か
ら
見
た
標
津
の
農
業
と
ま
ち
づ
く
り

女
性
視
点
か
ら
見
た
標
津
の
農
業
と
ま
ち
づ
く
り


